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島
民
が
以
前
か
ら
切
望
し
、
櫻
田
村
政
の
重
要
公
約
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
人
工
透

析
の
導
入
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
実
現
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
帰
島
を
諦

め
て
い
た
人
や
島
で
暮
ら
す
そ
の
家
族
の
苦
し
み
が
取
り
除
か
れ
る
ほ
か
、
島
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

人
工
透
析
導
入
は
、
１
月

17
日
第
１
回
臨
時
村
議
会
で

可
決
さ
れ
た
。

　

人
工
透
析
が
な
い
た
め
に

帰
島
出
来
な
か
っ
た
在
京
者

や
帰
島
後
に
加
療
上
京
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
家
族
を
含
め

た
人
々
が
、
ど
れ
ほ
ど
切
望

し
待
ち
望
ん
だ
か
計
り
知
れ

な
い
。

　

櫻
田
新
村
長

の
重
要
な
公
約

の
柱
の
一
つ
が

実
現
の
運
び
と

な
っ
た
。
村
長

と
「

推

進

委

員
」
の
皆
さ
ま

に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
た

い
。
村
民
の
粘

り
強
い
運
動
の

大
き
な
成
果
で

あ
る
。

　

検
討
の
具
体

案
は
、
場
所
は

中
央
診
療
所
出

入
口
横
の
歯
科
診
療
所
（
歯

科
は
近
隣
に
移
転
）
、
予
算

は
、
約
２
千
４
５
０
万
円
、

透
析
機
器
４
台
設
置
予
定

（
１
台
は
予
備
）
、
導
入
時
は

患
者
３
名
（
見
込
み
）
な
ど

で
あ
る
。

　

透
析
導
入
に
尽
力
し
た
浅

沼
徳
広
村
議
は
、
「
導
入
は
、

島
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
に

も
効
果
が
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

〇
三
宅
村
人
工
透
析
医
療
導

　

入
推
進
会
議
委
員
名
簿

大
林
航
（
三
宅
村
中
央
診
療

所
長
）
、
高
松
文
子
（
中
央

診
療
所
看
護
師
長
）
、
浅
沼

徳
広
（
村
議
会
）
、
長
谷
川

崇
（
村
議
会
）
、
仁
多
見
謙

一
郎
（
島
し
ょ
保
健
所
三
宅

島
出
張
所
副
所
長
）
、
山
上

初
夫
（
被
保
険
者
代
表
）
、

平
松
一
成
（
患
者
家
族
会
副

会
長
）
、
目
良
純
一
郎
（
新

線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
、

池
山
秀
利
（
副
村
長
）
、
千

葉
弘
幸
（
中
央
診
療
所
事
務

長
）　

※
順
不
動
・
敬
称
略

 

（
公
）
三
宅

村
シ
ル
バ
ー
人

材
セ

ン

タ

ー

は
、
１
月
26
日

に
「
創
立
20
周

年
記
念
式
典
」
を
坪
田
体
育

館
で
開
催
。
窪
寺
昇
会
長
式

辞
、
名
誉
会
長
の
櫻
田
村
長

（
代
読
）
挨
拶
の
後
感
謝
状

贈
呈
と
表
彰
状
授
与
が
行
わ

れ
た
。

 

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

に
も
感
謝
状
が
佐
藤

会
長
に
贈
呈
さ
れ

た
。
感
謝
状
に
は
「
あ

な
た
は
永
年
に
わ
た

り
会
員
の
就
業
機
会

の
提
供
に
ご
尽
力
さ

れ
当
セ
ン
タ
ー
の
発

展
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
は
誠
に
大
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
創
立
20
周
年
記
念
式

典
に
あ
た
り
そ
の
功
績
を
讃

え
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
」と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。

 

当
ネ
ッ
ト
は
、
「
三
宅
島

新
報
」
の
三
宅
島
全
戸
配
布

を
２
０
０
６
年
１
月
か
ら
７

年
間
隔
月
で
、
人
材
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
て
き
た
。

　

式
典
は
受
賞
者
代
表
、
来

賓
挨
拶
等
が
あ
り
、
祝
賀
懇

親
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

人工透析機が設置される歯科診療所

人工透析ついに導入
人口減少の歯止めにも期待が

人材センター創立 20周年式典

佐藤会長にも感謝状贈呈

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://www.miyake-furusato.net/top.htm

佐藤会長と人材センター窪寺会長（右）
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元
三
宅
支
庁
総
務
課
長
の
齋
藤
實
氏
は
、
定
年
退
職
後
「
齋
藤
塾
」
を
立
ち
上
げ
、

危
機
管
理
に
関
す
る
勉
強
会
や
見
学
会
を
開
催
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、
相
談
デ
ス
ク

の
設
置
や
地
元
相
談
会
の
実
施
、
交
流
会
や
後
援
会
の
開
催
、
さ
ら
に
は
植
林
活
動
の

推
進
な
ど
齋
藤
氏
の
三
宅
に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

 

私
は
、
２
０
０
３
年
４
月

か
ら
06
年
３
月
ま
で
の
３
年

間
、
東
京
都
三
宅
支
庁
総
務

課
長
と
し
て
在
職
し
、
そ
の

後
半
の
１
年
３
ヵ
月
余
、
神

着
に
あ
る
支
庁
の
職
員
住
宅

で
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。

　

三
宅
島
で
は
、
２
０
０
０

年
６
月
の
三
宅
島
雄
山
の
噴

火
災
害
に
よ
り
９
月
に
は
全

島
民
が
島
外
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
４
年
５
ヵ
月
の
避

難
生
活
後
の
05
年
２
月
１
日

か
ら
帰
島
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
帰
島
に
係

る
三
宅
島
の
現
地
対
策
本
部

業
務
等
を
担
当
し
、
今
で
も

多
く
の
島
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

11
年
３
月
、
42
年
間
勤
務

し
た
東
京
都
庁
を
定
年
退
職

後
は
、
危
機
管
理
勉
強
会
「
齋

藤
塾
」
の
塾
長
と
し
て
、
概

ね
月
１
回
、
危
機
管
理
に
関

す
る
勉
強
会
や
見
学
会
を
開

催
、
防
災
・
危
機
管
理
等
に

関
す
る
講
演
、
訓
練
指
導
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

弁
護
士
、
技
術
士
な
ど
の
専

門
士
業
団
体
で
構
成
す
る

「
災
害
復
興
ま
ち
づ
く
り
支

援
機
構
」
の
事
務
局
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　 

今
回
は
、
支
援
機
構
と
し

て
実
施
し
て
い
る
三
宅
島
復

興
支
援
活
動
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

(1)
「
三
宅
島
復
興
支
援　

な

ん
で
も
相
談
デ
ス
ク
」
の
開

設
（
11
年
８
月
～
）

 

村
民
の
皆
様
及
び
関
係
者

の
皆
様
の
三
宅
島
復
興
に
関

す
る
様
々
な
相
談
事
項
に
つ

き
ま
し
て
、
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

き
、
メ
ー
ル
で
相
談
内
容

を
送
信
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
原
則
、
10
日
以
内
に
回

答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（http://www.j-drso.jp/
miyake_sodan.html

）

(2)
三
宅
島
で
の
現
地
相
談
会

（
11
年
８
月
20
日
～
21
日
）

　

支
援
機
構
関
係
５
名
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
小
海
弁
護

士
な
ど
）
と
と
も
に
、
三
宅

村
役
場
で
島
民
の
無
料
相
談

会
を
実
施
。
商
工
会
や
観
光

協
会
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

(3)
「
ふ
る
さ
と
三
宅
村
民
」

の
周
知

　

商
工
会
が
実
施
し
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
三
宅
村
民
」
を

周
知
し
、
私
を
含
め
支
援
機

構
関
係
者
が
特
別
村
民
に
な

り
ま
し
た
。

(4)
講
演
会
の
開
催
（
11
年
11

月
30
日
）

 

支
援
機
構
総
会
時
の
特
別

講
演
と
し
て
、
前
三
宅
村
長

の
平
野
祐
康
氏
を
お
招
き

し
、
「
三
宅
島
は
今
～
噴
火
・

全
島
避
難
・
帰
島
そ
し
て
復

興
～
」
と
題
し
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

(5)
交
流
会
の
開
催
（
12
年
５

月
７
日
）

　

三
宅
島
の
復
興
支
援
を
考

え
る
報
告
・
交
流
会
を
開
催

し
、 

ゲ
ス
ト
に
三
宅
島
ふ

る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
佐
藤
会
長
、
大
妻
女
子
大

の
干
川
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

園
芸
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
宗

村
理
事
長
や
園
芸
高
校
の
生

徒
ら
を
お
招
き
し
、
三
宅
島

の
復
興
の
現
況
等
に
つ
い
て

討
議
し
ま
し
た
。

(6)
三
宅
島
植
林
活
動
と
現
地

交
流
会
（
12
年
６
月
、
11
月
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

園
芸
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
三
宅

島
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
に
併
せ
て
、
都
内
の
園

芸
関
係
高
校
生
ら
と
植
林
活

動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

商
工
会
な
ど
と
の
交
流
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
宅
島
で
は
、
今
で
も
毎

日
、
雄
山
か
ら
火
山
ガ
ス
が

噴
出
し
て
お
り
、
緑
豊
か
な

牧
場
が
灰
の
山
に
な
っ
て
い

ま
す
。
緑
の
回
復
な
く
し
て
、

三
宅
島
の
復
興
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
微
力
で
す

が
、
支
援
機
構
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
三
宅
島
の
復
興
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山火事で三池浜は芽生えた草木も焼け噴火直後に（２月 6日）

勉強会や相談デスクで支援
「齋藤塾」塾長　齋藤實氏

様
々
な
分
野
の
取
り
組
み
を

「齋藤塾」塾長の齋藤氏による危機管理の勉強会
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三
宅
村
役
場
は
、
２
月
１

日
か
ら
「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
の
受
け
付
け
を
行
う
。

　

島
内
の
空
き
家
を
貸
し
た

い
（
売
り
た
い
）
と
考
え
て

い
る
家
屋
所
有
者
の
物
件
情

報
を
三
宅
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
、
島
外
の
定
住
希

望
者
や
住
宅
を
必
要
と
し
て

い
る
島
民
の
住
宅
確
保
を
推

進
し
な
が
ら
、
定
住
人
口
の

増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

村
が
受
付
け
、
村
が
指
定

す
る
島
内
不
動
産
業
者
が
仲

介
を
行
う
。
問
い
合
わ
せ
は
、

三
宅
村
企
画
財
政
課
企
画
広

報
係
。
（
０
４
９
９
４
（
５
）

０
９
８
４
）

　

こ
の
制
度
は
、
在
京
者
に

も
活
用
で
き

る
。
高
齢
化

と
家
屋
の
傷

み
も
増
す
ば

か
り
で
修
繕

も
追
い
つ
か

ず
諦
め
か
け

て
い
る
人
も

多
い
。
廃
屋

状
態
に
な
っ
て
荒
れ
た
家
屋

も
随
所
に
見
ら
れ
る
な
か
遅

き
に
き
し
た
施
策
で
も
あ
る

が
、
地
域
の
安
全
と
保
安
上

か
ら
も
安
心
し
て
積
極
的
に

利
用
を
お
勧
め
す
る
。

　

村
役
場
の
担
当
者
が
高
齢

者
と
在
京
者
に
対
し
て
ど
れ

だ
け
親
身
に
相
談
で
き
る
か

が
運
用
の
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

詳
し
く
は
、
三
宅
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
み
ら
れ
る
。

　

神
着
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
世

代
間
交
流
百
人
一
首
大
会
を

１
月
20
日
、
老
人
福
祉
館
で

開
い
た
。

　

神
着
地
区
近
隣
の
小
・
中

学
校
生
と
先
生
、
応
援
の

方
々
65
人
が
参
加
。
８
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

今
回
は
小
学
生
チ
ー
ム
が
優

勝
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
準
優
勝

と
番
狂
わ
せ
が
あ
る
な
ど
大

熱
戦
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
、
佐
藤
就
之
会

長
（
ネ
ッ
ト
会
長
）
と
吉
行

一
敏
小
学
校
長
の
挨
拶
の
の

ち
参
加
者
の
自
己
紹
介
、
大

正
琴
演
奏
。
大
会
は
老
人
ク

ラ
ブ
３
チ
ー
ム
、
中
学
生
２

チ
ー
ム
、
小
学
生
３
チ
ー
ム

が
３
回
戦
勝
ち
抜
き
戦
で
小

学
生
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

　

他
に
、
低
学
年
の
カ
ル
タ
、

御
は
じ
き
、
坊
主
め
く
り
な

ど
で
各
所
で
歓
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
、
昼
食
後
に
は
、

中
学
校
生
徒
に
よ
る
箏
曲
演

奏
に
聴
き
い
っ
た
。

　

校
長
先
生
は
講
評
で
、「
生

徒
た
ち
が
負
け
ま
い
と
頑
張

る
こ
と
で
教
育
効
果
も
高
い

の
で
、
今
後
も
期
待
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

三
宅
島
・
羽
田
間
の
全
日

空
就
航
は
、
３
月
末
で
廃
止

の
通
告
が
あ
っ
た
が
延
期
と

な
っ
た
。
13
年
度
も
今
年
度

と
同
様
に
運
航
す
る
と
伝
え

ら
れ
た
。

　

こ
の
間
、
東
京
都
と
村
は

空
路
確
保
の
た
め
に
調
布
飛

行
場
～
三
宅
島
間
で
新
中
央

航
空
の
ド
ル
ニ
エ
機
に
よ
る

就
航
を
め
ざ
し
て
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
当
面
１
年
間

の
延
期
と
な
り
羽
田
乗
り
入

れ
が
で
き
る
。

　

今
後
も
空
・
海
の
三
宅
島

運
航
問
題
は
、
目
が
離
せ
な

い
。
東
海
汽
船
も
大
型
の
新

造
船
計
画
を
進
め
て
お
り
港

湾
の
整
備
も
急
務
だ
。

　

観
光
事
業
の
振
興
に
は
、

交
通
機
関
の
快
適
な
環
境
整

備
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
帰

島
８
年
を
迎
え
て
、
従
来
の

旧
設
備
に
頼
っ
て
い
て
は
、

後
で
大
き
な
つ
け
が
回
っ
て

く
る
。

　

島
で
は
復
興
に
向
け
た
様
々
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。
村
は
人
口
減
対
策

と
し
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
制
定
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
世
代
間
交
流
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
羽
田
、
三
宅
の
航
空
便
も
来
年
度
の
継
続
が
決

ま
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
島
民
の
元
気
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

百
人
一
首
大
会
を
開
催

全
日
空
今
年
度
も
運
行

住
宅
対
策
で
定
住
増
を

復興への取り組み様々に
「空き家バンク制度」や世代間交流

「空き家バンク制度」の流れ

交流会に参加した小学生の優勝チーム

い
た
だ
き
ま
し
た
。

(5)
交
流
会
の
開
催
（
12
年
５

月
７
日
）

　

三
宅
島
の
復
興
支
援
を
考

え
る
報
告
・
交
流
会
を
開
催

し
、 

ゲ
ス
ト
に
三
宅
島
ふ

る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
佐
藤
会
長
、
大
妻
女
子
大

の
干
川
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

園
芸
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
宗

村
理
事
長
や
園
芸
高
校
の
生

徒
ら
を
お
招
き
し
、
三
宅
島

の
復
興
の
現
況
等
に
つ
い
て

討
議
し
ま
し
た
。

(6)
三
宅
島
植
林
活
動
と
現
地

交
流
会
（
12
年
６
月
、
11
月
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

園
芸
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
三
宅

島
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
に
併
せ
て
、
都
内
の
園

芸
関
係
高
校
生
ら
と
植
林
活

動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

商
工
会
な
ど
と
の
交
流
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
宅
島
で
は
、
今
で
も
毎

日
、
雄
山
か
ら
火
山
ガ
ス
が

噴
出
し
て
お
り
、
緑
豊
か
な

牧
場
が
灰
の
山
に
な
っ
て
い

ま
す
。
緑
の
回
復
な
く
し
て
、

三
宅
島
の
復
興
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
微
力
で
す

が
、
支
援
機
構
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
三
宅
島
の
復
興
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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か
ね
て
よ
り
望
ま
れ
て
い

た
人
工
透
析
の
導
入
が
、
つ

い
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ

も
、
紙
面
で
取
り
上
げ
続
け

て
き
た
問
題
で
す
。

　

以
前
、
奥
様
が
人
工
透
析

が
な
い
た
め
に
帰
島
で
き
な

い
と
い
う
方
の
苦
し
い
思
い

も
取
材
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
今
回
の
決
定
は
本

当
に
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　帰島前から支援と交流を続けている都立園芸

高校三宅島緑化プロジェクトの東春樹さんなど

から島民へ励ましのお便りが届いている。いま

は三宅に送るタマネギ栽培などの準備中。「先日

の山火事などで、これからもしっかり活動を続

けていかなければいけないと思いました。これ

からも頑張っていきます」とありがたいお便り

を頂戴した。

　園芸高校校長先生、諸先生、多数参加してく

れている生徒さんとボランティアの皆さん、今

年もよろしくお願いします。感謝をこめて！　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤）

◎「新春の集い」主催ネット、３月９日午後６時半からビ

　ストロおきみくら（三宅島坪田在京者オーナー・京浜急

　行青物横丁駅すぐ・☎（5715）3688

　今年は三宅島からもフラダンス有志参加、踊り、演奏な

　ど楽しい集いです。飛び入り歓迎、ご参加ください。

◎「防災フォーラム～ 1.17 神戸から３.11 東日本そして

　未来へ～」（主催豊島区・教育委員会）３月９日池袋西

　公園、東京芸術劇場地下２階で。ネットも午前 11 時か

　ら模擬店出店、あしたば、サツマもち、里芋販売、来て

　ください。フォーラムは、午後 14 時～ 18 時。向上高校

　も参加予定。問い合わせ・豊島区防災課☎（3981）2100

◎「三宅島復興に関する研修会」　三宅島復興小委員会（危

　機管理勉強会斎藤塾）３月６日午後６時半　スタジオ鶴

　吉（東京メトロ新宿御苑前駅Ａ１出口 1 分）講師・大森

　哲至先生（玉川大）、佐藤ネット会長。事前予約制

　一部ですが添え書きなどをご紹介します。

・（私の大切な故郷　三宅島に行くこともでき、充実した一

　年でした。）いつもありがとうございます。息の長い活

　動に感謝です。永井タケ子様　髙松眞知子様

・三宅島の緑年々回復している様子、島の復興に尽力され

　ている方々に頭が下がります。松尾駿一先生（元三宅高

　校校長）　

・皆様のご健勝をお祈りします。町村敬志先生（一ツ橋大

　学教授）　竹下克成先生（向上高校）

・ご無沙汰してすみません。三宅の皆さんにまたお会いし

　たいです。及川裕子先生　尾山とし子先生

・三宅の経験を東北にと思っています。室崎益輝先生（日

　本災害復興学会名誉会長）

・ご無沙汰して申し訳ございません。首都圏グループでリ

　ポーターやニュースを担当しています。金澤利夫様（Ｎ

　ＨＫアナウンス）　中村雄一郎様（同記者）

・朝日新聞神田明美記者、毎日新聞大槻英二記者・木村健

　二記者、元読売新聞平しの記者などの皆様です。

年賀状有難うございました

ご参加お待ちしています

編
集
後
記

都立園芸高校より

タマネギ栽培 三宅のために

みんなで広げる交流の輪
お便り イベント

この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

第４４号 (4) 帰島

前から交流がある

都立園芸高校など多くの

方からお便りや年賀状も届い

た。さらに、「防災フォーラム」

なども企画されており、交

流の輪が今後さらに広が
ることが期待され

る。


